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第３７回足立区都市計画審議会議事録 

１．日 時 平成２１年１１月２５日（水） 

      午後２時０２分開会 

      午後２時５９分閉会 

２．場 所 足立区役所 災害対策本部室（特別会

議室）（中央館８階） 

３．出席委員 

   （１）委員現在数  ２１名 

   （２）出席委員数  １５名 

川下政信（会長）野沢太三（会長職務代理者） 

根上彰生（委員）長塩英治（委員） 

田中武夫（委員）織田良春（委員）青木榮（委員）

宮崎十三（委員）岡田英樹（委員）小野稚子（委員）

板谷和也（委員）下岡正良（委員）中川實（委員） 

三好一人（臨時委員）日下部和雄（臨時委員） 

４.出席専門委員 

西條直樹 青木光夫 清水忠 宇賀潔 石川義夫 

倉持政宜 

５．出席幹事 

菅原敏郎 岡野賢二 吉池達郎 斑目好一 

鈴木伝一 渡辺昌道 工藤信 佐々木拓 

服部仁 内田和男 

６.出席説明者 

斑目都市計画課長 

７．事務局等出席者 

小故島 小林 真鍋 白田 田村 飯塚 田口 

中原 櫻井 佐々木 

８．議 事 

（１）審議事項２件 

（２）報告事項１件 

９．議 題 

第１号議案 東京都市計画生産緑地地区の変更（足

立区決定）について 

第２号議案 東京都市計画地区計画西新井三丁目地

区地区計画案の申出について 

報   告 足立区まちづくり推進条例の改正につ

いて 

10．議事の経過 

 以下のとおり 

本議事録は、事実と相違ないことを証し、ここに署

名します。 

 

  平成   年   月   日 

 

議事録署名人 

 

会    長 

 

委    員 

 

 

○幹事 皆様方にはお忙しい中、足立区都市計画審

議会にご出席いただきまして、まことにありがとう

ございます。私は第 1部の司会進行を務めます、足

立区都市整備部都市計画課長の斑目と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

 まず、議事に先立ちまして、平成２１年６月１日

から新たに就任していただきました委員の皆様に対

しまして、区長から委嘱状の交付をさせていただき

ます。 

委嘱状の交付につきましては委員名簿順に区長が

皆様の席までお届けします。お名前をお呼びいたし

ますので、自席にてご起立をお願いいたします。な

お、公募によります３名の区民委員並びに臨時委員

の千住警察署長につきましては、任期途中でござい

ますので、今回は委嘱状の交付はございません。 

あらかじめご了承ください。 

 それでは、区長、お願いいたします。 

 初めに、元足立区議会議長、川下政信様でござい

ます。 

○区長 委嘱状、川下政信様。足立区都市計画審議

会委員を委嘱します。足立区長、近藤弥生。 

 よろしくお願いいたします。 

○幹事 野沢総合研究所所長、野沢太三様。 
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 日本大学理工学部教授、根上彰夫様。 

 Ｃ－まち計画室代表・東洋大学講師、柳沢厚様に

は、ちょっと遅れておりますので、別途お渡しした

いと思います。 

 足立区議会議長鴨下稔様と足立区議会副議長きじ

まてるい様につきましては、公務のため欠席でござ

います。 

 足立区議会総務委員長長塩英治様。 

 足立区議会建設委員長たがた直昭様につきまして

も、遅れております。 

 続きまして、足立区商店街振興組合連合会理事長、

田中武夫様。 

 足立区工業会連合会副会長、織田良春様。 

 東京スマイル農業協同組合代表理事専務、青木榮

様。 

 社団法人東京都建築士事務所協会足立支部監事、

宮崎十三様。 

 社団法人東京都宅地建物取引業協会足立区支部 

財務委員長、岡田英樹様。 

 足立区女性団体連合会参与、小野稚子様。 

 東京消防庁足立消防署長、日下部和雄様。 

委嘱状の交付は以上でございます。 

 ここで任期途中の委員の皆様を改めてご紹介申し

上げますので、恐縮ですが、その場でご起立くださ

い。  

 公募による区民委員、板谷和也様。 

 同じく、下岡正良様。 

 同じく、中川實様。 

 警視庁千住警察署長、三好一人様。 

 以上で委嘱状の交付と委員の紹介を終わります。 

 ここで、区長から皆様にご挨拶を申し上げます。 

○区長 本日は大変お忙しい中お集まりいただきま

して、まことにありがとうございます。引き続き、

そして新たに委嘱をさせていただきました委員の皆

様方にも、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

 今日、１、２の新聞に、足立区の９月に行われま

した区民の意識調査の結果が載っておりました。簡

単に申し上げると、足立区に愛着を持っているとい

うふうにお答えになった方が約７割、６７％の方が

いらっしゃいました。一方で、誇りが持てるかとい

うと、そう思わないという方が、これまた約半分と

いうことでございます。ですから、愛情は持ってい

るけれども、なかなか誇れるところまではいってい

ないのだいう複雑で微妙な区民意識が、ちょっとあ

らわれているなというふうに思った次第でございま

すけれども、何度となく申し上げてまいりましたよ

うに、新線２線の開業ですとか駅前や拠点の開発、

そしてまた２４年度には、５つの大学がそろって、

若い方が１万も通って来られる学生のまちという新

しい顔が加わるということで、足立区のイメージが、

徐々に今、上がってきている。また、住んでいらっ

しゃる方にとっても、住みやすいと感じてくださっ

ている方が徐々にふえてきているという、今いい方

向に向かった坂を一段一段着実に上がってきている

のかなというふうに感じているところでございます。

特にこれからは、私どもの合い言葉、１つは愛を誇

りに変えていく、愛情をプライドにということが、

足立区職員挙げて挑戦していかなければならない大

きな課題だというふうに考えております。 

 そこで、区民の皆様方が誇りをふるさとに感じて

いただく一つのキーになるのは、まちなみとか景観、

そしてまた足立区のよさとしても認識していただい

ております緑とか水、そしてまた公園の整備といっ

たところかと思います。 

 足立区は今年で７７年目を迎えてまいりますけれ

ども、今までの歴史というのは、ほかの２２区に何

とか追いつこうということの、いわゆる社会的なハ

ードの面での準備段階だったわけでございますけれ

ども、いよいよその準備、一定のところに線を引い

て、これからはそこにさらに付加価値としての魅力

を積み重ねて、つけ加えていく、新しい時代がいよ

いよ到来しているのかなということを、今回の区民

の意識調査でも感じたところでございます。 

 特に足立区のイメージアップということと、さら
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に住み続けたい、そして誇りを持てる足立区にとい

う意味でも、この都市計画審議会の果たしていただ

く役割というのは非常に重いものがあるのだろうと

考えております。 

 このステージが変わったということをきちっと認

識した上で、今、何が求められているのか、そして

今、何ができるのかということを、それぞれのご専

門のお立場で私どもにご提言いただければ大変あり

がたいなと思っております。 

 私どもも、そうした新しいステージに立った意欲

を持って今後とも頑張ってまいる所存でございます

ので、委嘱を受けられた委員の皆様方にも、今まで

以上にご協力をいただけますように心からお願い申

し上げまして、冒頭のあいさつとさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

○幹事 以上で、委嘱状の交付式を終了いたします。 

 引き続き、第２部の足立区都市計画審議会会長選

出に移りますが、区長は公務のため、ここで退席い

たします。ご了承願います。 

○区長 申しわけありません。よろしくお願いいた

します。 

（区長退席） 

○幹事 審議会の議事運営に当たり、足立区まちづ

くり推進条例第３０条第１項の規定により、会長の

選出を行います。 

 会長選出までの間、お１人の委員の方に仮議長に

なっていただき、議事進行をお願いしたいと思いま

す。つきましては、仮議長を事務局から指名させて

いただきたいと存じますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○幹事 それでは、田中武夫委員に仮議長をお願い

いたします。田中委員、お手数ですが中央の仮議長

席にお着きいただきたいと存じます。 

○委員（仮議長） 皆さん、こんにちは。ご指名を

いただきました田中でございます。不慣れでござい

ますが、会長選出まで暫時仮議長を務めさせていた

だきたいと思います。皆さんのご協力のほど、よろ

しくお願いします。それでは座らせていただきます。 

 足立区まちづくり推進条例第３０条第１項におい

て、会長は第２７条第１項第１号の委員のうちから

選ぶことになっております。この第２７条第１項第

１号の委員とは、学識経験のある者となっており、

川下委員、野沢委員、根上委員、柳沢委員の４名の

方でございます。 

 会長の選出方法は選挙のようでございますが、取

り扱いについて皆さんのご意見を伺いたいと思いま

す。 

○委員 皆さんがもしよろしければ、推薦方式をと

っていただければよろしいのではないかと思います。 

○委員（仮議長） ただいま推薦方式がよいのでは

ないかと提案がありましたけれども、皆さん、いか

がでしょうか。異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員（仮議長） 皆さんの方から異議なしという

ご意見が出ましたので、会長選出を推薦方式で行い

たいと思います。 

 繰り返しになりますが、会長候補である学識経験

者の委員は、川下委員、野沢委員、根上委員、柳沢

委員の４名の方でございますが、どなたを推薦した

らよろしいでしょうか。皆さんのご意見をお伺いし

たいと思います。 

○委員 前の都市計画審議会会長でもあり、区議会

議長もお務めになられました、経験のある川下委員

さんがいいと思いますので、ご推薦申し上げます。 

○委員（仮議長） ただいま委員の方から川下委員

さんがいいという推薦の言葉がありましたけれども、

皆さんいかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員（仮議長） 皆さんの方から異議なしの声が

ありましたので、川下委員さんを会長として、これ

から議事を進めていただきたいと思います。よろし

くお願いします。 

 私の役目はこれで終わりましたので、終わらせて

いただきます。 
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○幹事 田中委員、どうもありがとうございました。 

 それではここで、川下会長からご挨拶をちょうだ

いいたします。 

○会長 皆さん、こんにちは。ただいま会長に選出

いただきました川下でございます。引き続き会長の

職をお引き受けするということで、大変緊張してお

るところでもございます。 

 皆さん方、御承知のとおり、今、区長からもお話

しありましたとおり、都市計画審議会は、足立区に

住んでよかったなと、だれもが思えるようなまちづ

くりをするために、都市計画的、専門的な見地から

審議をする場であるというふうに認識をしておりま

す。このため、会の運営に尽力してまいりたいと思

います。どうぞ皆様の活発なご審議や会の運営につ

いてご協力いただけますよう、よろしくお願いを申

し上げる次第でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○幹事 川下会長、ありがとうございました。 

 次に、会長職務代理者の指名の件でございます。

足立区まちづくり推進条例第３０条第３項によりま

して、会長から指名となっております。 

 会長、ご指名のほどよろしくお願い申し上げます。 

○会長 私から指名させていただきます。 

 会長職務代理者は学識経験者委員の野沢委員にお

願いをいたします。 

○幹事 野沢会長職務代理者から、ご挨拶をちょう

だいしたいと思います。よろしくお願い申し上げま

す。 

○委員 野沢でございます。足立区に住みまして、

ことしで２８年目になりますが、こよなく足立区を

愛しております。どうぞよろしくお願いします。 

○幹事 以上で、次第にございます第２部までを終

了いたしました。 

 ただいまから第３部の議案審議を始めさせていた

だきます。ここからの議事の進行につきましては、

会長、よろしくお願い申し上げます。 

○会長 ただいまから第３７回足立区都市計画審議

会を開会いたします。次第に沿って進めてまいりま

す。 

 初めに、事務局から本日の資料確認と審議議案に

ついて説明を願います。 

○幹事 皆様に事前にお配りしました資料の確認を

させていただきます。 

 次第でございます。 

 委員名簿でございます。 

 席次表でございます。 

 議案書一つづりでございます。 

 議案説明資料一つづりでございます。 

 報告説明資料一つづりでございます。 

 以上が本日の資料となっております。不足してい

る資料がございましたら、事務局の方へお知らせく

ださい。 

 それから、本日、席上配付させていただきました

追加資料がございます。議案説明資料の追加資料で

ございます。内容等の詳細につきましては、後ほど

の説明の中でご案内いたしますので、よろしくお願

い申し上げます。 

 本日の資料の中に議案書と議案説明資料がござい

ます。議案説明資料は議案書を補足説明するための

資料です。 

 本日の議事でございますが、議案が２件、報告事

項が１件でございます。 

 第１号議案が、「東京都市計画生産緑地地区の変

更について」でございます。 

 第２号議案が、「東京都市計画地区計画西新井三

丁目地区地区計画案の申出について」でございます。 

 報告事項は、「足立区まちづくり推進条例の改正

について」でございます。以上でございます。 

○会長 審議議案に入る前に、本日の出席委員の報

告を事務局からお願いをいたします。 

○幹事 本日は、定数２１名のところ、１５名のご

出席をいただいております。過半数のご出席をいた

だいておりますので、審議会が有効に成立すること

をご報告申し上げます。 
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○会長 議事録署名人は私と野沢委員さんが務めま

すので、よろしくお願いいたします。 

 議案の審議に入ります。 

 第１号議案 東京都市計画生産緑地地区の変更

（足立区決定）について、都市計画課長から説明を

お願いいたします。 

○幹事 第１号議案を説明申し上げます。議案書の

１ページをお開きください。 

 第１号議案、東京都市計画生産緑地地区の変更

（足立区決定）について、上記の議案を提出いたし

ます。平成２１年１１月２５日、提出者足立区長で

ございます。 

 生産緑地地区の一部を計画図書のとおり変更いた

します。 

 提案理由でございますが、都市計画法第２１条第

２項において準用する同法第１９条第１項の規定に

基づき、都市計画審議会の議を経る必要があるため、

提案するものでございます。 

 ３ページをお開きください。 

 都市計画案の理由書でございます。 

 １の種別名称は、記載のとおりでございます。 

 ２、理由でございます。 

 農地は都市に食糧を供給するとともに、都市の少

ない緑として区民に潤いを与えるだけでなく、都市

の大切なオープンスペースとして、地震や火災から

区民の命を守る貴重なまちの資源であり、農地の持

つ環境保全や景観といった多面的な機能を、まちづ

くりの資源として生かしていく必要があります。 

 平成２１年３月に改定された足立区基本計画では、

生産緑地の保全を前提に、平成２４年度における生

産緑地面積を３９．５ヘクタールとしていくことを

目標としています。 

 このような状況の中、買い取り申し出に伴う行為

制限の解除等により、面積約０．９６ヘクタールを

削除いたします。 

 変更後の面積は、約３７．４９ヘクタール、２３

７件でございます。 

 ４ページをお開きいただきますと、東京都市計画

生産緑地地区の変更（足立区決定）でございます。 

 都市計画生産緑地地区を次のように変更いたしま

す。 

 第１の種類および面積は、約３７．４９ヘクター

ル、第２の削除のみを行う地区は９地区でございま

す。 

 ５ページに新旧対照表がございます。一番下の欄

でございますが、変更前の２４３件、３８万４，５

４０平米から、削除が９，６５０平米ということで、

変更後は２３７件、３７万４，８９０平米というこ

とで、約３７．４９ヘクタールに変更するというも

のでございます。 

 ここからは、議案説明資料を使ってご説明申し上

げます。議案説明資料の方の１ページをごらんくだ

さい。 

 １番の趣旨及び目的でございます。議案書の提案

理由とも重複いたしますので、省略いたします。 

 ２番の削除についてでございます。９件でござい

ます。面積の括弧の数字は実面積です。都市計画の

変更は、最後の数字を原則四捨五入して決定してい

ます。資料番号③については、平成４年時の当初指

定から２度の追加と削除があり、端数処理の関係で

切り下げを行い、１，５９０平米となっています。 

 資料番号⑦については、端数処理の関係で１０平

米として決定しています。 

 左側に資料番号が付番してございます。①、④、

⑤、⑧、⑨が主たる従事者の死亡により、生産緑地

の維持機能が困難で、地区の全部を削除いたします。 

 ②と③が主たる従事者の故障により生産緑地の機

能維持が困難で、②で地区の一部、③が地区の全部

を削除いたします。 

 ⑥と⑦は、地区計画の区画道路用地として、区が

購入し整備いたします。 

 ３ページの位置図をごらんいただきたいと存じま

す。位置の確認でございます。 

 足立区生産緑地位置図、左上に、資料番号①、５
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番の入谷三丁目。その下の方に②、２５番、③、２

８番の入谷一丁目、右上の方に④、１００番の神明

三丁目、右下の方に⑤、１４０番の六月三丁目、そ

の上に⑥、１４７番の平野三丁目、⑦、１４８番の

平野三丁目、左下に⑧、２６８番の堀之内二丁目、

最後に真ん中の上部に⑨、２８５番の伊興本町二丁

目でございます。 

 次に、４ページをごらんください。右下に凡例が

載っております。 

 資料番号は①、地区番号は５番、位置は入谷三丁

目１０番でございます。 

 変更理由は、主たる従事者の死亡で、平成２０年

９月９日に買い取り申し出が出され、１カ月間、区

及び都に照会するも買い取り希望がなく、その後２

カ月間、農業従事者にあっせんするも所有権の移転

がなされなかったため、平成２０年１２月９日に生

産緑地法第８条に基づく行為の制限が解除となりま

した。 

 変更前の面積が７３０平米、変更後の面積がゼロ

ということで、全部削除となります。黄色の部分が

削除する部分でございます。 

 ５ページが写真となります。南側道路の矢印部分

から撮影しております。 

 ６ページをごらんください。資料番号②、地区番

号２５番、入谷一丁目２番でございます。 

 この地区は２名の土地所有者により、一地区指定

されており、今回、西側部分の主たる従事者が故障

し、生産緑地の維持が困難になったということで削

除いたします。東側部分は、生産緑地地区として継

続いたします。変更前の面積、２，６７０平米のう

ち１，９００平米を削除し、変更後は７７０平米で

ございます。 

 ７ページがその写真でございます。東側の道路か

ら撮影しており、サトイモの植えてある部分から日

舎ライナーの高架下までが削除する部分でございま

す。 

 ８ページをごらんください。資料番号③、地区番

号は２８番、入谷一丁目１５番でございます。 

変更前の面積は１，５９０平米、変更後はゼロと

いうことで、主たる従事者の故障による削除です。 

 ９ページが現地の写真です。北側の道路から、南

へ向かって撮影しております。手前の畑の部分とビ

ニールハウスのところが削除する部分でございます。 

 次に、１０ページをごらんください。資料確認④、

地区番号１００番、神明三丁目６番と７番になりま

す。 

 変更前の面積は１，４００平米、変更後はゼロと

いうことで、主たる従事者の死亡による削除です。 

 １１ページが現地の写真でございます。真ん中の

道路から北側の部分と南側部分を撮影しております。

左側が北側部分で、右側が南側部分を撮影しており

ます。 

 次に、１２ページをごらんください。資料番号⑤、

地区番号１４０番、六月三丁目１番になります。 

 変更前の面積は６１０平米、変更後はゼロという

ことで、主たる従事者の死亡による削除です。 

 １３ページが現地の写真です。東側道路から奥へ

向かって撮影しています。 

 次に、１４ページをごらんください。資料番号⑥、

地区番号１４７番、平野三丁目７番になります。 

 区画道路の部分として約１７０平米を区が購入し、

区画道路とします。変更前の面積は１，０００平米、

変更後は８３０平米です。 

 １５ページが現地の写真です。斜線の部分に、幅

員５メートルの区画道路を設置いたします。この道

路は、平野・東六月地区地区計画で区画道路２６号

として位置づけられています。 

 １６ページに位置図が載っております。黄色で塗

ってあるところが区画道路となるところでございま

す。 

 次に、１７ページをごらんください。資料番号⑦、

地区番号１４８番、平野三丁目８番になります。 

 区画道路の隅切り部分として、約２平米を区が購

入しました。 
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 １８ページが現地の写真です。この隅切りの斜線

部分が、ほぼ削除する部分でございます。 

 １９ページに位置図が載っております。丸で囲っ

てあるところで、区画道路１８号の隅切り部分にあ

たる１．６８平米を削除いたします。生産緑地の都

市計画決定は１０平米単位で決定するため、端数処

理の関係で１，７６０平米から１０平米を削除し、

１，７５０平米となります。 

 東西方向の区画道路２８号がその北側部分にあり

ますが、来年度整備する予定でございます。区画道

路１８号と２８号は、平野・東六月地区地区計画で

位置づけられております。 

 ２０ページをごらんください。資料番号⑧、地区

番号２６８番、堀之内二丁目５番の記載でございま

す。 

 変更前の面積は１，５３０平米、変更後はゼロと

いうことで、主たる従事者の死亡による削除でござ

います。 

 ２１ページが現地の写真です。南側から撮影して

ございます。 

 続きまして、２２ページをごらんください。資料

番号⑨、地区番号２８５番、伊興本町二丁目４番で

ございます。 

 変更前の面積は１，７１０平米、変更後はゼロと

いうことで、主たる従事者の死亡による削除でござ

います。 

 ２３ページが現地の写真でございます。手前のネ

ギ畑からビニールハウスが建っているところが削除

となります。 

 次に、大変恐縮でございますが、１ページにお戻

りいただきたいと存じます。下段に生産緑地地区面

積がございます。変更前の生産緑地地区２４３件、

面積３８万４，５４０平米、変更後は２３７件、面

積３７万４，８９０平米、約３７．４９ヘクタール

となります。 

 次に、２ページの都市計画手続きの経緯と今後の

予定でございます。 

 平成２１年１月から７月に指定希望の調査を行い

ましたが、新規の申請はございませんでした。 

 １０月２日に案の決定を行い、東京都知事への同

意協議をして、１０月２０日、同意をする旨の回答

を得ました。１０月２７日から１１月１０日までの

２週間、案の公告・縦覧をしておりますが、意見書

の提出はありませんでした。 

 そして本日、第３７回都市計画審議会に議案を提

出させていただいております。 

 今後の予定でございますが、１２月上旬に変更の

告示を行う予定でございます。 

 以上で第１号議案、東京都市計画生産緑地地区の

変更（足立区決定）の説明を終わります。 

 よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○会長 第１号議案の審議をいたします。 

 本件について、ご意見、ご質問がありましたら、

挙手をお願いいたします。 

○委員 それぞれ事情があって削除されるというこ

とですので、これはやむを得ないのかなと思ってお

りますけれども、全体として指定の生産緑地の面積

が１ヘクタールぐらい減ることになるのかなと思う

のですけれども、この減るということ自体が足立区

の今後の環境にとってよいのか悪いのか。よいので

あれば特に問題ないと思いますが、緑の環境等の計

画もこちらに置かれていますけれども、この計画等

に照らして、今後どういうふうな形で生産緑地を維

持発展させていくのかについて、少しお考えを聞か

せていただけるとありがたいなと思います。 

○幹事 足立区の生産緑地、大変貴重な空間だと思

っております。全体で約３８ヘクタールございます。

委員ご指摘のとおり、大体約１ヘクタールの削減、

減少ということでございます。このような状況が続

けば、約３８年で足立の生産緑地はなくなってしま

う、そういう状況になりかねないと思っております。 

 そこで現在、東京都と２３区が共同して一緒に緑

の確保の総合的な方針の策定を進めております。そ

の中で、足立区としまして、残存する農地を維持し
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続けられる方策の検討、そういう内容が入っており

ます。特に今回の削除の事由としまして、主たる従

事者の死亡または故障、故障は病気でございますけ

れども、後継者がいないという問題、それから相続

の問題、これは非常に難しい課題だというふうに認

識しております。 

 これらの課題を解決すべく、国、それから都の方

に、さまざまな要望もしながら、都と一緒に足立区

の生産緑地を維持し続けられる方策を、今検討して

いる最中でございます。 

 その内容がまとまりましたら、またご案内申し上

げたいと思いますが、足立区の生産緑地は、冒頭申

し上げましたように、決して減らしてはいけないと

いうふうに考えております。どうにか守っていきた

い、そういう方向で検討していきたいと考えており

ます。 

○委員 足立区はほかのところと比べても非常に農

地が多くて、いい環境が維持されていると思うので、

ぜひ今後もこの方向で行っていただけるようにお願

い申し上げたいと思います。 

○会長 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○会長 ほかになければ、採決をさせていただきた

いと思います。 

 本案について、異議のないものと決定してよろし

いでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○会長 第１号議案につきましては、異議のないも

のと決定いたします。 

 引き続きまして、第２号議案、東京都市計画地区

計画西新井三丁目地区地区計画案の申出について、

都市計画課長から説明をお願いいたします。 

○幹事 引き続きまして、第２号議案、東京都市計

画地区計画西新井三丁目地区地区計画案の申出につ

いて説明させていただきます。 

 説明の前に、議案説明資料の追加として、お話し

させていただきます。 

 本日の追加資料で配付させていただきましたが、

現行の地区計画と申し出された地区計画案の新旧対

照表を追加させていただいております。変更箇所に

アンダーラインを引いてありますので、変更箇所を

見比べていただけると、提案内容がわかりやすくな

っておりますので、ご参照いただければと思います。 

 議案書の１５ページをお開きください。 

 第２号議案、東京都市計画地区計画西新井三丁目

地区地区計画案の申出についてでございます。 

 提案理由でございますが、まちづくり推進条例第

２３条第３項の規定に基づき、足立区都市計画審議

会の意見を聴く必要があるため、提案するものであ

ります。 

 平成２１年１１月２５日、提案者は、足立区長、

近藤弥生であります。 

 次のページをお開きください。 

 独立行政法人都市再生機構から提出された申出書

を添えつけてございます。 

 １９ページ以降に、申出された計画書・計画図を

添えつけています。 

 申出内容などを説明させていただきます。 

 議案説明資料の方をごらんいただきたいと存じま

す。議案説明資料の２５ページをお開きください。 

正面スクリーンには同じページを、また皆様のスク

リーンにも同じページを映し出しております。 

 申出の説明に入る前に、地区計画案の申出につい

て触れさせていただきます。 

 １の背景でございますが、まちづくり推進条例の

改正によりまして、都市計画法第１６条第３項に基

づく地区計画の申出を行うことができるようになり

ました。 

 まちづくり推進条例の改正につきましては、後ほ

ど報告案件で説明させていただきます。 

 申出された地区計画案は、都市計画審議会の意見

を聴いた上で、都市計画決定もしくは変更すること

が必要と判断されれば都市計画案の作成手続を行っ

ていくものでございます。 
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 四角で囲まれた中に、都市計画法とまちづくり推

進条例の抜粋を記入してあります。 

 都市計画法の第１６条第３項で、前項の条例に住

民または利害関係人から地区計画案などを申し出る

方法を定めることができるようになっております。 

 これまで、第１６条第２項に基づき「地区計画の

手続きに関する条例」を定めておりましたが、今回、

手続き条例を廃止し、まちづくり推進条例に移行を

行いました。そして、より一層の区民意見を都市計

画案に反映する手法の一つとして、地区計画の申出

を条例化したわけでございます。 

 地区計画案の申出は、下段のフロー図にもあるよ

うに、事前協議を行い、行政内の審査、都市計画審

議会への意見照会、最終的に区長が都市計画を決定

するか否かの判断をします。その結果、必要だと判

断した申出は、都市計画原案を作成し、都市計画決

定の手続きを行うものでございます。 

 これまで都市計画の案は、行政主体に策定してき

ましたが、これによりまして地区計画案の申出や都

市計画案の提案など、区民発意の作成が可能になっ

たわけでございます。 

 次のページをお開きください。今回の申出に関す

る内容でございます。 

 申出された地区計画は、西新井三丁目地区地区計

画の変更です。 

 申出者は、独立行政法人都市再生機構、土地の所

有者でございます。 

 具体的に申出された地区計画案の内容を説明させ

ていただきます。 

 変更目的ですが、西新井三丁目地区地区計画は、

平成１７年に団地の建てかえにあわせて都市計画一

団地を廃止し、地区計画を策定したものであります。 

 当初の計画では、都市計画一団地と同じ区域に地

区計画を策定し、前期整備区域、住宅地区のＡ・Ｂ

でございます、図面上で青色の区域でございますが、

約５．３ヘクタールに地区整備計画を定め、都市再

生機構で計画的に建てかえを行ってきました。 

 このたび、先行して整備している住宅地区ＡＢへ

の戻り入居者の減少や、周辺町会から公共公益施設

の要望、さらには売却予定地の有効的な土地利用の

増進を目的として、後期整備区域、住宅地区Ｃ・

Ｄ・Ｅ、図面上の赤色の区域、約２．６ヘクタール

に地区整備計画を策定し、前期整備区域の地区整備

計画を変更するものでございます。 

 区で進めている緑化や景観の整備についても盛り

込んだ計画になっております。 

 次のページをごらんいただきたいと存じます。西

新井三丁目地区地区計画申出案でございます。 

 西新井三丁目地区地区計画の位置ですが、右側の

地図にあるとおり、竹ノ塚駅、大師前駅、谷在家駅

などのちょうど中間に位置しております。 

 位置は西新井三丁目地内、地区面積は約８．４ヘ

クタールでございます。 

 こちらは既存計画の変更はございません。 

 地区目標の変更は、日暮里・舎人ライナーの名称

決定に伴う変更と景観計画について追記している変

更になります。 

 区域の整備・開発及び保全に関する方針では、土

地利用に合わせた変更をしております。 

 地区施設については、緑道を４路線追加し１２路

線、歩道状空地を２カ所追加し７カ所、小公園を２

カ所追加し４カ所に、それぞれ追加の変更をしてお

ります。 

 議案説明資料の２８ページをごらんいただきたい

と存じます。 

 建築物等に関する事項では、前期整備区域の制限

を踏襲して後期整備区域に整備計画を指定していま

す。また、大きな追加点として、「建築物の形態又

は色彩その他の意匠の制限」において、足立区景観

計画で指導している景観指導基準や、足立区緑の推

進条例において対象面積に満たない小規模敷地にお

いて緑化率などを追加しております。 

 公園地区においては、既に公園として都市計画決

定しておりますので、建築物等の制限を指定してお
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りません。 

 現行計画と申出案は、本日、追加で配付しました

新旧対照表で見比べていただきますと、既存計画を

尊重して申出案を作成したことがわかるというふう

に考えております。 

 今後のスケジュールでございますが、本日の都市

計画審議会の意見を聴き、都市計画変更すべきか判

断し、都市計画案の作成手続きを行っていく予定に

なってございます。 

 ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

○会長 本件につきまして、ご意見、ご質問があり

ましたら、挙手をお願い申し上げます。 

○委員 案の内容そのものは、事業の進捗やその後

の環境変化に対応して妥当なものと思うのですが、

この地区の考え方が申出の案で少し変わっているか

と思います。 

 本日、配付いただいた追加資料の１ページのとこ

ろの「土地利用の方針」を見ますと、旧の案では住

宅地区ＡＢが１つのゾーン、ＣＤＥで１つのゾーン

と。これはＡＢが地区整備計画がかかっていて、Ｃ

ＤＥが地区整備計画のない区域ということで、住宅

地区を大きく２つに分けていたものを、今回ＡＢＣ

Ｅまでを整備計画を策定するということで、１つの

住宅地区の区分ということで、Ｄがあと残りという

ような形に切り分けての案の変更だというふうに理

解するのですが、この計画図書の内容を見てみます

と、２１ページ以降でしょうか、ＡとＣ、ＢとＤが

１つの、ほぼ同様の建築物等に関する制限事項とい

うふうに変更となっているようでございますが、そ

のあたりを勘案しますと、当初のこの５つの区域と

いうのは、申出案の内容からすると大きく３つ、Ａ

とＣ、幹線道路に沿っていてある程度商業系の用途

も許容する区域と、ＢとＥ、中高層を中心とする区

域、そしてＤの一般住宅市街地というようなイメー

ジに再編されることになるように、この計画書を見

ると思えるのです。 

 そうすると、当初のこのＡＢＣＤＥという区域設

定は、前期、後期という事業の進捗に合わせて設定

した区域というようなことになりますが、既にこの

５に分ける理由が余りないのではないかなとなりま

すと、少し合理的に区域を整理してもいいのではな

いかという気がするのですが、そのあたりいかがで

しょうか。 

○幹事 今、委員がご指摘のとおりでございまして、

当初はＡとＢが先行して行うということで、こうい

う５つのブロックの分け方をしておりました。 

 今回、ＡからＥまですべて地区計画を、ＣＤＥの

凍結していた部分も地区計画に含めるということで

ございますので、委員ご指摘のとおり、ＡとＣが同

じ形態のブロック、ＢとＥが同じブロック、それか

らＤが単独のブロック、そういうような考え方にな

ろうかと思います。 

 申出者の方と協議をいたしまして、委員ご指摘の

方向で申出案の変更を検討してまいりたいと思いま

すが、よろしいでしょうか。検討させていただきま

す。 

○委員 その方が多分わかりやすい地区計画案にな

ろうかと思いますので、ぜひ検討いただければと思

います。 

○会長 ほかにございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○会長 ほかにないようでございましたら、事務局

で、ただいまありました委員からの意見等を整理し

て、それから出された意見に対して今後どのように

対応していくのかも含めて、発言をお願いいたした

いと思います。 

○幹事 先ほど、委員から貴重なご提案、ご意見を

いただきました。ＡからＥの統合についてでござい

ます。 

 ＡとＣの統合、ＢとＥの統合、それからＤ地区の

３区分の分け方で都市計画原案を作成する方向で、

関係者と協議をしてまいりたいというふうに考えて

おります。以上でございます。 
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○会長 この第２号議案、地区計画案の申出につき

ましては、公益的用途の追加による土地利用の促進、

それから良好な景観の形成と緑化の推進による環境

整備が、おおむねの主旨でございます。 

 また、足立区の都市計画的な上位計画や近隣の要

望及び配慮についても考慮されていると理解できま

す。 

 本日の意見内容につきましては、付帯事項として

十分尊重の上、足立区が都市計画原案の作成等、関

連手続きを進めていただければ、特に支障がないの

ではと思われますが、皆様いかがでしょうか。よろ

しいですか。 

（「結構です」の声あり） 

○幹事 ありがとうございます。そのように対応さ

せていただきます。 

○会長 それでは引き続きまして、報告事項に移り

ます。 

 足立区まちづくり推進条例の改正について、斑目

都市計画課長から報告をお願いいたします。 

○幹事 報告案件でございます。足立区まちづくり

推進条例の改正についてご報告させていただきます。 

 報告説明資料の１ページになります。正面スクリ

ーン、また画面の方にも同じものを映し出しており

ます。 

 １番の趣旨及び目的でございますが、今回のまち

づくり推進条例の改正は、住民の意見をより一層都

市計画に反映する仕組みを整理するための改正です。

都市計画法第１６条第１項の公聴会の開催、同条第

２項の地区計画の案の作成、同条第３項の地区計画

等の案の申出、第２１条２項の都市計画提案をまち

づくり推進条例に規定したものでございます。 

 ２の主な改正点でございますが、（１）といたし

まして、都市計画案の作成時に都市計画法第１項に

定める住民意見を取り入れる仕組みとして公聴会及

び説明会の開催を位置づけてございます。 

 具体的には、規則に開催基準を明確にしてござい

ます。 

 公聴会は、区の広範囲に影響のある都市計画案の

作成時に開催し、その他の案件は説明会を開催する

こととし、住民意見を都市計画案の作成に反映する

ものとしております。また、名称変更など軽微な変

更は省略できるものとしてございます。 

 （２）としまして、地区計画等の案の作成手続き

についてでございます。こちらは今まで単独条例で

ございました「足立区地区計画等の案の作成手続き

に関する条例」を、まちづくり推進条例に移行した

ものです。内容につきましては、旧条例をそのまま

移行しております。 

 （３）と（４）でございますけれども、地区計画

等の申出、都市計画提案でございます。先ほど議案

にございました地区計画を申し出る手続き等を位置

づけたものでございます。 

 地区計画等の申出、都市計画提案とも、都市計画

審議会の意見を聴いた上で、区長が都市計画案とし

て手続きを行っていくか判断をすることになってご

ざいます。 

 （５）でございますけれども、（３）の地区計画

等の申出、（４）の都市計画提案を都市計画審議会

の所掌事務に区長からの意見聴取に対して意見を述

べることを記載してございます。 

 次のページをお開きいただきたいと存じます。 

 都市計画審議会にかかわる主な改正事項でござい

ます。 

 （１）（２）は、地区計画等の申出、都市計画提

案の手続きに、都市計画審議会の意見を聴くことを

規定してございます。最終的な判断は区長になりま

すが、都市計画審議会の意見を聴いた上で判断をす

ることになります。 

 （３）は、所掌事務に上記の手続きを追記してご

ざいます。 

 ３のスケジュールでございますが、第３回足立区

議会定例会におきまして議決されまして、１０月２

９日に条例、規則ともに施行されてございます。 

 次ページ以降は推進条例の新旧対照表をつけてご
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ざいますので、後ほどごらんいただければ幸いに存

じます。 

 報告は以上でございます。 

○会長 本件につきまして、何かご意見、ご質問等

がございましたら、挙手をお願いいたします。 

なければ、これにて本日の審議案件は終了といた

します。 

それでは、司会を事務局にお返しいたします。 

○幹事 会長、議事進行ありがとうございました。 

 最後に、その他の報告事項がございます。 

 今回送付いたしました資料の中に、前回ご審議い

ただきました「足立区景観計画」を同封させていた

だきました。ご参照いただければ幸いでございます。 

 それから、次回の都市計画審議会は年度末に開催

させていただく予定でございます。日程につきまし

ては調整させていただき、皆様に早目に連絡させて

いただきたいと思っております。よろしくお願い申

し上げます。 

 報告事項は以上でございます。 

 これにて、第３７回足立区都市計画審議会を閉会

とさせていただきます。ありがとうございました。 


